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I 緒 言

Amoxycillinは,Ampicillin(以 下,ABPCと 略 記)

の ベ ンゼ ン核 の パ ラ位 に水 酸基 を導 入 した も の で,白 色

の粉 末 で酸 に安 定 な経 口用 ペ ニ シ リ ンで あ り,Amoxy-

cillinの 抗 菌 スペ ク トラ ム,抗 菌 力 はABPCと ほ ぼ 同

じで あ るが 吸 収 性 に す ぐれ て い る。

本 剤 の基 礎 的 研 究 な らび に臨 床 治 験 成 績 に つ い て の検

討 が本 邦 にお い て も試 み られ で い る が1),私 た ち は,本

剤 の 口腔 領 域 の 組 織,す な わ ち歯 肉,舌,歯 髄,顎 下 リ

ンパ節,顎 下 腺 お よび 耳 下 腺 へ の 移行 濃 度 を 動 物 を用 い

て測 定 し,同 時 に血 清 中 濃 度 も測定 して 比 較 検討 した の

で報 告 す る。

II 実 験 方 法

実 験 に 使 用 した 動物 は,田 村 実 験 医 学 研 究 所 のWistar

系 ラ ッ トを1963年 以 来 私 た ち が 封 鎖 的 に 飼 育,自 家 繁

殖 させ た 体 重160～180gの もの で,Amoxycillin投 与

後0.5時 間,1時 間,2時 間,3時 間,5時 間 お よ び8

時 間 に 潟 血 死 させ て 実 験 に供 した 。 同時 にABPCに つ

い て 同様 の実 験 を 行 な い 比 較 検 討 した。

ラ ッ トは おの お の の 時 間 ご とに3匹 を実 験 に 供 し,各

薬剤 につ い て そ れ ぞ れ18匹 を使 用 した。 各薬 剤 の投 与 量

はい ず れ も500mg/kgで,胃 カ テ ー テ ル を用 い て経 口投

与 した。

測 定 はBioassayに よ り,鳥 居 ・川 上 のSuperposi-

tion assay methodで,検 定 菌 と して,Streptococcus

hemolyticus CooK株,培 地には,DifcoのHeart in-

fusion agarに 馬脱線維 素血液10%を 加 えたpH7.2の

ものを用いた。 各組織 は,摘 出計量 して エマル ジ ョンと

し,1/15M PBS pH7.2に て希釈後,遠 沈上清を培地

上に重層,予 備拡散 し,そ の後37℃18時 間培養後に結

果を測定 した。

III 実 験 成 績

Amoxycillinお よびABPCの 口腔組織 内な らびに血

清中濃度測定の結果は,Table 1,2な ら び にFig.1,

2に 示す とお りである。

Amoxycillinのpeak時 の濃 度は歯髄>歯 肉>血 清>

舌>顎 下 リンパ節>顎 下腺>耳 下腺の順で,血 清お よび

すべ ての組織が2時 間 でpeakを 示 し,8時 間 まで測定

可能であつた。

ABPCのpeak時 の濃度は歯髄=舌>血 清>歯 肉=

顎下腺=耳 下腺>顎 下 リンパ節の順で,血 清お よびすべ

ての組織 が0.5時 間 でpeakを 示 し,顎 下腺,耳 下 腺は

5時 間で,歯 髄,舌,歯 肉お よび顎下 リンパ節は8時 間

で測定不能に な り,血 清中濃度は8時 間 まで測定可能で

あつた。

IV 考 察

内服用 の,広範囲 スペ ク トラムを有す る合成penicillin

のAmoxycillinとABPCの 血清中濃度お よび 口腔 組

織 内濃度にかん して比較す ると,次 の ような傾向がみ ら

れ た。

Table 1 Amoxycillin 500 mg/kg p. o. 
Superposition assay method (mcg/ml)
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1) Peakに 達す る時間は,Amoxycillinの ほ うが遅

かつた。

2) 血 清中濃度を比較す ると,同 量の内服でAmoxy-

cillinは 約2倍 の値 を示 した。

3) Peak時 の 口腔組織 内濃度 を比較す ると,Amoxy-

cillinの 濃度は,歯 髄,歯 肉で2倍 以上,顎 下 リンパ節

において もABPCよ り高値を示 した。

4) Amoxycillinは,8時 間 で も測 定 可能 で あ り,

ABPCよ りも持続時間が長かつた。

抗生物質の血清な らびに組 織内濃度については,検 定

菌の選択,培 地 の種類 とpH,予 備拡 散の時 間,蛋 白結

合,標 準液,お よび緩衝液のpH,さ らに培地へ の血液

添加量な ど,今 後検討を要する問題 が 多 く残 され て い

る2)3)。したがつて,今 回の測定値が直ちに臨 床 に応 用

できる ものでは ないに して も,薬 剤感受性試験 の成績 と

と もに,今 後研究を重ね ることに よ り,抗 生物質を選択

す る参考資料 とな りうるもの と考え られる。

V 結 論

Amoxycillinの 血 清お よび歯 肉,舌,歯 髄,顎 下 リン

パ節,顎 下腺お よび耳下腺への移行濃度をWistar系 ラ

ットを用 いて測定 した。Amoxycillinの 移行濃度は,血

清 な らびに各 口腔組織 で,投 与2時 間後にpeakに 達 し

た。Peak時 の濃度をABPCと 比較する と血 清では約

2倍 に達 し,口 腔組織へ の移行では,歯 髄,歯 肉,顎下 リ

ンパ節 で高値 を示 した。持続時間において も長かつた。

御校閲いただ きま した大森 清弘 教 授 に感 謝いた しま

す.

Table 2 ABPC 500 mg/kg p. o. 
Superposition assay method (mcg/ml)

Fig. 1-1 Amoxycillin 

Superposition assay method
Fig. 1-2 Amoxycillin 

Superposition assay method
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The authors have assayed the concentration in serum and oral tissues by means of superposition 
assay method in Wistar strain rats, after oral administration of amoxycillin. 

Compared with the concentrations of ampicillin, the results were obtained as follows : 
1) The serum concentration of amoxycillin reached to the maximum level after 2 hours, being later 

than ampicillin. 
2) At the maximum level of the concentrations in oral tissues, those of amoxycillin were higher in 

the dental pulp, gingiva and submaxillary lymphonodi than those of ampicillin. 
3) The concentrations of amoxycillin could be measured after 8 hours of single administration.

Fig. 2-1 ABPC 

Superposition assay method

Fig. 2-2 ABPC 

Superposition assay method


